Open-heart surgery in infants using profound hypothermia with surface cooling and cardiopulmonary bypass by 村岡, 隆介
Title表面冷却・人工心肺併用超低体温法による乳児開心術
Author(s)村岡, 隆介




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
Arch fap Chir 41 (3), 257～258, Mai, 1977 
E苦 題
表面冷却・人工心肺併用超低体温法による乳児関心術
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先天性心疾患の出生頻度は0.6～0.8九といわれ（Harris,Mcintoshら， Richardsら），内利的
治療によるその自然予後は全体として生後 1カ月までに23～34,9訴か， 1才までに 32～60'.'oが死亡












Hanlon手術（1950）および径静脈的にバルーンによって卵円孔を裂開拡大する Balloon a~rial 














RrnsuKE MuRAOKA : Open heart surgery in infants using profound hypothermia with surface 
cooling and cardiopulmonary bypass. Chief of Cardiovascular Surgery, Shizuoka Children's 











動脈絞把術では 10～30%の手術死亡率があり， Kirklinらによる 409例の集計では手術死亡率は
16.4%であった．さらに数年後に行なわれる二期的根治手術の危険率は同じく Kirklinらによる
142例の集計では16.9%と決して低いものではなかった．従って肺動脈絞施術と二期的根治手術の




















ー四徴症9例中死亡なしなど合計37例中 4例死というものであった． これを契機として Kyoto
technique の名称で本法は全世界に広まり， わが国でも逆輸入という形で広く採用されるように
なった．
京都大学第2外科と兵庫県立尼崎病院（城谷）では引きつ Yいて 1976年末までに本法を用いて
289例の乳幼児関心術が行なわれ死亡率19.7%の好成績をあげ，さらに乙の間日笠，城谷，筆者，
森，横田らがドイツ外科学会， 国際心臓血管外科学会， 国際小児科学会，国際小児外科学会，ア
ジア胸部心臓血管学会などの招議講演， シンポジウムなどに於て本法の国際的汗及に務めた．現
在ではわが国を含めて世界の主要施設では本山が乳児関心術の標準的方法として定着し，新生児，
乳児の重症復雑心奇型に対して数年前と比べて格段の好成績があげられている．
